
茅ヶ崎市
公民連携推進デスク
運用ガイドライン

企画政策部 総合政策課
行政改革推進課
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令和5年6月



１．概要
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市役所

ステークホルダー
企業・大学・NPO等

企業・大学
ニーズ つなぐ

つなぐ
事業連携

提案募集

公民連携推進デスク

(企画政策部内)

何課に相談すれば

いいんだろう…

どんな連携が

できるんだろう…

・コンシェルジュ的役割
（相談機能）

・コーディネーター的役割
（調整機能）

解決！ 解決！

➤令和5年4月に公民連携を推進

するための提案受付窓口となる
「公民連携推進デスク」を設置。

●役割
・市と連携提案者とをつなぐ
「コンシェルジュ」的役割（相談）

・提案の実現に向けた調整を支援する
「コーディネーター」的役割（調整）

●目的
・新たな事業機会の創出
・SDGsの推進等社会課題の解決



２．地域課題・社会課題の多様化、複雑化
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➤多様性や情報化の進展、人口減少等により、地域課題や社会課題も多様化、

複雑化しており、すでに行政だけでは解消できない課題が生じ始めています。



市民
・ウェルビーイング※1の向上
・地域活性化
・地域課題解決

３．公民連携推進デスクが目指す姿
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民間事業者等 茅ヶ崎市
・社会課題解決
・住民サービス向上
・SDGs推進

・社会貢献（CSR活動※2）
・企業価値向上

※1 ウェルビーイング（Well-Being）とは、個人の権利や自己実現が保障され、身体的、精神的、社会的に良好な状態にあることを意味する概念。
（出典：厚生労働省）

相乗効果

➤公民連携推進デスクを通じて公民連携を推進することで、CSRやSDGs推進、ｳｪﾙﾋﾞｰｲ

ﾝｸﾞ向上等に向けた相乗効果を生み出し、地域社会・社会課題の解消を目指します。

※2 CSR（Corporate Social Responsibility）（企業の社会的責任）とは、企業活動において、社会的公正や環境などへの配慮を組み込み、従業員、
投資家、地域社会などの利害関係者に対して責任ある行動をとるとともに、説明責任を果たしていくことを求める考え方。（出典：厚生労働省）



４．ご相談の流れ
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①事業者提案型 ②連携募集型

民間事業者等

提案

提案受付フォーム対
話

市

公民連携推進
デスク

担当課
対話

提案内容検討
・公益性
・公共性
・公正性
・ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 等

実施 or 再提案

結論

民間事業者等

対
話

市

公民連携推進
デスク

担当課
対話

提案内容検討
・公益性
・公共性
・公正性
・ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 等

実施 or 再提案

結論

提案

市

公民連携推進
デスク

担当課
対話

募集

※事業者選定は入札等とな
る場合があるため、ご提案
者＝事業受託者とならない
ことがあります。

連携
検討
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連携のご相談は公民連携推進デスクへ！
担当：企画政策部 行政改革推進課・総合政策課

・SDGs推進

・企業版ふるさと納税

・各種連携協定

・ネーミングライツ

…などなど

ご相談お待ちしています！
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